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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
月
夜
の
殺
人
鬼
と
螺
子
持
つ
男

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
４
０
６
Ｚ

【
作
者
名
】

　
利
瀬
 

時
夜

【
あ
ら
す
じ
】

　
嗚
呼
、
今
夜
は
人
を
殺
す
に
は
良
い
月
だ
。
そ
れ
は
始
ま
り
。
終
っ
た
と
思

わ
れ
た
猟
奇
的
殺
人
事
件
は
再
び
巻
き
起
こ
る
。
そ
し
て
自
分
と
同
じ
顔
を
し

た
殺
人
鬼
が
、
笑
う
―
―
今
宵
、
影
絵
ノ
街
ニ
テ
君
ヲ
待
ツ
―
―
そ
し
て
物
語

は
幕
を
開
け
た
。
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（
前
書
き
）

今
回
短
編
小
説
。

如
何
で
し
ょ
う
か
？

学
ラ
ン
三
人
組
の
物
語
で
御
座
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
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触
れ
て
し
ま
え
ば
壊
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
青
い
月
。

　
静
か
に
空
を
漂
い
、
流
れ
て
消
え
る
灰
色
の
雲
群
。

　
吹
き
抜
け
る
風
は
何
だ
か
冷
た
く
て
―
―
切
な
い
。

　
寂
寥
感
に
背
筋
が
粟
立
ち
、
人
、
動
物
皆
無
の
こ
の
通
り
を
歩
む
少
し
だ
け

の
恐
怖
に
心
が
躍
る
。

　
あ
れ
か
ら
一
年
と
言
う
歳
月
が
過
ぎ
、
遠
野
志
貴
は
事
件
に
関
わ
っ
た
少
女

達
と
共
に
、
あ
る
べ
き
日
常
を
取
り
戻
し
て
い
た
。

　
そ
ん
な
普
通
よ
り
も
少
し
だ
け
刺
激
的
で
、
何
で
も
な
い
日
々
の
中
、
ふ
と

志
貴
は
奇
妙
な
違
和
感
に
気
付
く
。

「
―
―
昨
日
の
自
分
は
、
何
を
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
」

　
し
か
し
そ
の
疑
問
す
ら
翌
朝
に
は
全
て
忘
れ
去
り
、
祭
り
の
様
な
楽
し
い
時

間
は
延
々
と
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
。

　
親
し
い
人
達
と
の
ひ
と
時
、
学
園
生
活
の
喧
騒
、
こ
う
あ
っ
て
欲
し
い
と
願

っ
た
幸
せ
な
日
々
が
、
今
目
の
前
に
あ
る
。

　
そ
れ
は
翌
日
の
事
だ
っ
た
。

　
何
時
も
通
り
の
登
校
。

　
隣
に
は
別
人
の
様
に
美
し
く
成
長
し
た
妹
、
秋
葉
が
、
そ
し
て
左
隣
に
は
丸

い
眼
鏡
を
掛
け
た
実
は
教
会
の
者
だ
と
言
う
シ
エ
ル
の
姿
が
あ
っ
た
。

　
瞬
間
、
志
貴
は
ソ
レ
と
擦
れ
違
う
。

　
同
じ
学
生
服
姿
、
髪
は
や
や
横
に
跳
ね
、
何
処
か
感
情
を
感
じ
さ
せ
な
い
青

年
。
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青
年
は
己
と
同
じ
く
両
方
に
女
性
と
連
れ
て
い
る
。
そ
の
笑
顔
は
本
物
か
、

或
い
は
【
仮
初
の
笑
顔
】
か
―
―
。

ポ
ー
カ
ー

フ
ェ
イ
ス

擦
れ
違
っ
た
。

『
君
が
遠
野
君
か
―
―
直
死
の
魔
眼
、
全
て
を
壊
す
、
と
言
う
点
に
置
い
て
は

全
て
を
無
か
っ
た
事
に
す
る
と
言
う
僕
の
ス
キ
ル
と
似
て
い
る
ね
』

　
声
が
聞
こ
え
た
。

　
名
前
を
呼
ば
れ
た
。

　
い
や
、
何
よ
り
も
―
―
何
故
直
死
の
魔
眼
を
知
っ
て
い
る
？

　
志
貴
は
思
う
。

　
今
擦
れ
違
っ
た
奴
が
、
ま
た
流
行
り
出
し
た
猟
奇
的
殺
人
事
件
の
犯
人
で
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
、
と
。

「
一
体
今
の
誰
に
言
っ
た
ん
で
す
か
？
 

―
―
先
輩
？
」

『
ん
？
 

ん
ー
、
僕
の
知
人
、
か
な
？
』

　
そ
し
て
青
年
の
姿
は
、
曲
が
り
角
を
曲
が
り
消
え
た
。

◆
◆
◆

「
嗚
呼
、
何
て
綺
麗
な
月
だ
ろ
う
―
―
殺
す
に
は
持
っ
て
来
い
の
月
だ
よ
な
ぁ
」

　
薄
暗
い
ビ
ル
郡
の
裏
路
地
。

　
其
処
を
青
年
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
突
っ
込
ん
で
歩
い
て
い
た
。
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年
齢
的
に
は
志
貴
と
余
り
変
わ
ら
な
い
程
度
。
手
に
は
奇
妙
な
木
製
の
短
い

棒
を
持
っ
て
い
る
。

「
や
れ
や
れ
―
―
死
人
を
お
い
そ
れ
と
起
こ
す
な
と
言
う
。

　
折
角
最
低
の
亡
者
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
と
言
う
の
に
…
…
、
目
を
覚
ま
せ

ば
柵
だ
ら
け
の
肉
の
檻
、
か
」

　
口
か
ら
漏
れ
る
の
は
、
奇
怪
な
言
葉
の
羅
列
。

「
ま
、
俺
を
起
こ
し
た
っ
て
事
は
―
―
?
殺
せ
?
っ
て
言
う
、
事
だ
よ
な
ぁ
？
」

　
ゾ
ク
ッ
、
と
―
―
。

　
志
貴
は
彼
方
の
夜
空
を
見
た
。

　
こ
の
感
覚
は
―
―
。

「
今
宵
、
影
絵
の
街
に
て
君
を
待
つ
」

そ
の
言
葉
を
残
し
て
、
殺
人
鬼
は
微
笑
っ
た
。

◆
◆
◆

　
翌
日
の
深
夜
零
時
。

　
寒
気
の
し
た
居
場
所
へ
、

　
走
れ
、
奔
れ
、
駆
れ
―
―
。

　
そ
し
て
再
び
擦
れ
違
う
。

　
あ
の
時
の
青
年
と
―
―
。

　
今
度
は
１
人
、
し
か
し
何
故
か
両
手
に
は
巨
大
な
銀
光
す
る
螺
子
を
持
っ
て

い
て
―
―
、
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『
気
を
付
け
な
よ
、
彼
は
君
よ
り
強
い
』

　
そ
の
言
葉
を
残
し
て
、
消
え
去
っ
た
。

　
ど
う
言
う
事
な
の
だ
ろ
う
か
？

　
強
い
？

　
彼
？

　
疑
問
に
疑
問
が
重
な
る
中
、
志
貴
は
再
び
駆
け
出
す
。

　
夜
の
冷
た
い
風
を
切
り
な
が
ら
、
唯
寒
気
の
す
る
場
所
を
目
指
し
て
―
―
。

　
出
遭
っ
た
。

「
あ
ー
あ
、
出
遭
っ
ち
ま
っ
た
か
…
…
」

　
目
の
前
に
は
、
同
じ
背
格
好
を
し
た
青
年
。

　
唯
一
違
う
と
い
え
ば
、
喋
り
口
調
と
、
眼
鏡
だ
け
。

「
ま
、
結
果
は
オ
ー
ラ
イ
か
…
…
、
よ
う
、
兄
弟
、
楽
し
ん
で
る
か
い
？
」

「
嗚
呼
、
全
う
な
人
生
な
ら
な
」

「
そ
い
つ
は
ま
た
安
穏
な
―
―
ど
う
も
、
一
回
死
な
な
き
ゃ
治
ら
な
い
ら
し
い
」

「
お
前
が
―
―
今
噂
さ
れ
て
い
る
殺
人
鬼
な
の
か
―
―
？
」

　
問
う
と
同
時
に
正
面
に
快
い
音
を
響
か
せ
抜
き
放
た
れ
る
、
七
夜
と
刻
ま
れ

た
短
刀
。
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目
の
前
の
青
年
は
苦
笑
し
て
か
ら
肩
を
竦
め
、
静
か
に
頷
い
た
。

「
嗚
呼
、
俺
は
岐
じ
ゃ
有
名
な
殺
人
鬼
だ
―
―
無
論
、
お
前
の
使
わ
れ
な
く
な

ち
ま
た

っ
た
行
動
原
理
な
ん
だ
が
な
？
」

「
ど
う
言
う
―
―
」

「
ま
、
無
駄
話
し
て
る
と
朝
に
な
っ
ち
ま
う
。

　
俺
は
俺
と
し
て
の
任
務
を
全
う
す
る
だ
け
で
ね
」

　
歪
む
世
界
で
交
錯
す
る
藍
色
と
水
色
の
瞳
。

　
直
後
、
舞
い
散
る
火
花
は
互
い
の
短
刀
の
刃
を
ぶ
つ
け
合
っ
た
拍
子
に
漏
れ

た
周
囲
を
彩
る
物
。

　
右
左
と
薙
ぐ
度
に
、
右
左
と
弾
か
れ
、
迎
撃
さ
れ
る
。
上
下
に
振
れ
ば
、
今

度
は
そ
の
隙
間
を
縫
う
様
に
し
て
斜
め
一
閃
。
線
が
見
え
て
来
る
。

「
視
得
た
―
―
」

「
相
殺
」

　
刹
那
、
信
じ
ら
れ
な
い
出
来
事
が
今
、
目
の
前
で
巻
き
起
こ
っ
た
。

　
視
得
た
線
を
線
で
相
殺
す
る
青
年
。

「
今
度
は
俺
の
番
だ
―
―
極
彩
と
散
れ
―
―
…
…
」

　
煌
く
水
色
の
瞳
。

　
翻
り
、
全
威
力
速
度
の
乗
せ
ら
れ
た
一
撃
は
そ
の
ま
ま
吸
い
込
ま
れ
る
様
に

志
貴
に
迫
り
―
―
、

　
ッ
カ
ッ
ァ
ン
！
！
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短
刀
を
弾
き
飛
ば
す
事
で
終
え
た
。

「
俺
の
勝
ち
だ
な
？
 

兄
弟
」

「
お
、
前
、
―
―
名
前
は
…
…
？
」

　
志
貴
は
跪
い
て
、
相
手
を
見
上
げ
る
様
に
し
て
尋
ね
た
。

「
俺
か
い
？
 

俺
は
七
夜
だ
、
七
夜
志
貴
。

　
言
っ
た
ろ
う
？
 

兄
弟
っ
て
な
」

　
同
時
に
足
元
か
ら
揺
れ
、
薄
れ
、
消
え
て
行
く
七
夜
と
名
乗
る
青
年
。

「
さ
ぁ
て
、
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
だ
。

　
今
夜
は
愉
し
か
っ
た
ぜ
？
 

久
々
に
燃
え
た
よ
、
ま
、
ま
た
殺
れ
た
ら
―
―

な
、
兄
弟
」

　
完
全
に
消
え
去
る
の
は
、
数
秒
後
の
事
。

　
志
貴
は
弾
か
れ
た
短
刀
と
、
あ
の
出
来
事
を
脳
裏
に
刻
み
、
消
え
た
七
夜
に

告
げ
る
。

「
次
は
―
―
負
け
な
い
」

　
と
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

月夜の殺人鬼と螺子持つ男
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Ｄ
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小
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